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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本ばね工業会（JSMA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規

格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規

格である。これによって，JIS B 2710-2:2008 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS B 2710 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS B 2710-1 第 1 部：用語 

JIS B 2710-2 第 2 部：設計方法 

JIS B 2710-3 第 3 部：試験方法 

JIS B 2710-4 第 4 部：製品仕様 
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重ね板ばね－第 2 部：設計方法 

Leaf springs-Part 2: Design method 

 
1 適用範囲 

この規格は，主に自動車，鉄道車両，産業機械に使用する重ね板ばねの設計方法について規定する。 

なお，この規格でいう重ね板ばねには，ばね板が 1 枚だけの場合も含む。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0103 ばね用語 

JIS B 0156 ばね記号 

JIS B 2710-1 重ね板ばね－第 1 部：用語 

JIS B 2710-3 重ね板ばね－第 3 部：試験方法 

JIS B 2710-4 重ね板ばね－第 4 部：製品仕様 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS B 0103 及び JIS B 2710-1 による。 

 

4 記号 

この規格で用いる主な記号及び定義は，JIS B 0156 の規定に基づき，表 1 による。 
 

表 1－記号及び定義 

記号 定義 単位 

b 板幅 mm 

C 反り mm 

E 縦弾性係数，E＝206×103 N/mm2 

e 目玉半径 mm 

2F 重ね板ばねに対する作用力 N 

I リーフの断面二次モーメント mm4 

l 重ね板ばねのハーフスパン，2l はスパン mm 

lA 非対称ばねの固定側スパン mm 

lB 非対称ばねのシャックル又はスライド側スパン mm 

lST ハーフストレートスパン，2lST はストレートスパン mm 

lST,A 非対称ばねの固定側ストレートスパン mm 

lST,B 非対称ばねのシャックル又はスライド側ストレートスパン mm 

n リーフの総数，又は親板を表す添え字 － 


